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「2018 年ムスターグ・アタ②」 

スバシから標高 4500m のベースキャンプへは、でこぼこ道だが、車でも行ける。 
でも、高山病予防のためにゆっくりゆっくり歩いて行く。 
荷物はラクダが運んでくれた。 
ラクダ使いの伝統を守るために、荷物は車で運んではいけないと決められているのだそうだ。 
ラクダはおとなしく、80kg の荷物を背負いながらも、一緒にカメラに収まってくれた。 
ベースキャンプ（BC）に着くと、登山者相手のいろんな人がいて、テントがたくさん。 
キッチンテントには、コックさんがいて、食事を作ってくれる。 
隣にはダイニングテント。 
他にシャワーテントなどもあり、快適に過ごせるようになっている。 
ヨーロッパからの登山者が目立っていたが、中国も今登山ブームだそうで、たくさんの人がいた。 
BC はちょっとした集落みたいになっていて、警察官も常駐していた。 
天気が良い時は半袖でも良いくらい。 
でも、いったん天気が悪くなると、冷たい風が吹きとても寒く、雪が積もってテントがつぶれることもあった。 
つづく 
  

＜荷物を運んでくれるラクダ＞ ＜車は人だけ＞ ＜高山植物＞ 

＜ベースキャンプ＞ ＜テントと器材＞ 


